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 18  日射量の測定 教 p.151 

 

 【気温】   【湿度】   【気圧】        

 

■目標■ 

地上で太陽放射から受ける熱量（日射量）を測定し，太陽定数に対してどれだけ減少しているのかを理

解する。 

 

■準備■ 

【器具】 丸底フラスコ，水，墨汁，棒温度計，かき混ぜ棒，フラスコの台，時計 

 

■手順■ 

(1) 丸底フラスコの丸い部分全体に水を入れる。その中に墨汁を少し入れ，かき混ぜて水全体を黒くす

る。 

(2) 屋外で，丸底フラスコの側面に太陽光が当たるように，フラスコを台の上に置く。 

(3) 中の水をかき混ぜて，水温を棒温度計で測定する。 

(4) 1 分ごとに水を静かにかき混ぜ，水温をはかる。 

(5) 水温の上昇が少なくなったら測定を終了する。 

 

■結果■ 

(1) 丸底フラスコの水の体積を測定する。 

    丸底フラスコの水の体積  610 cm3 

 

(2) 測定した水の温度を 1 分ごとに記入する. 

    時間（分）   0    1    2    3    4    5    6    7    8    9    10   11 

    水温（℃）  23.4 23.7 23.9 24.1  24.4 24.6 24.8  25.1  25.3  25.5  25.8  26.1 

 

■考察■ 

(1) 体積 1cm3 の水の温度を 1℃上昇させるのに必要な熱量が 4.2J であるとして，水の体積と温度変化

から，受け取った熱量を求めてみよう。 

水の温度が上昇している時間： 11 分間 

水の体積： 610 cm3 

上昇温度： 2.7 ℃ 

受け取った熱量は 6917 J 

 

  年  組  番           

(2) フラスコの断面積を測定すれば，日射量がわかる。太陽定数に対する割合を求めてみよう。その理

由も考えよう。 

丸底フラスコの半径： 0.053 m 

受け取った熱量が 1m2，1 秒あたり： 1188 （W/m2） （6917÷0.00882÷480） 

太陽定数（1360W/m2）に対する割合： 87 ％ （1188÷1360） 

理由：快晴だったので，大気による散乱や吸収の影響で減少したことが考えられる。 

 

(3) 横軸に時間，縦軸に水温をとってグラフにしてみよう。水温はある程度時間が立つと温度上昇が止

まる。その理由を考えてみよう。 

太陽から受ける熱と同じくらい，暖まった水から熱が出ていくようになる。あるいは，天候など

により太陽光が弱まったことも考えられる。         

 

＜MEMO＞------------------------------------------------------------------------- 

 

（参考） この実験は，時間をかけ，大きな熱容量を扱うため，比較的よいデータが得られる。

気温や時刻とはあまり関係がなく，太陽光が強ければ，測定値が太陽定数に近づく。測定結果

は，太陽定数に対して20～90％程度と幅が生じるが，大気による散乱や吸収，あるいは薄い

雲やもや，大気汚染などによる影響が考えられる（当日の空をよく観察したい）。また，周囲

からの光も影響するので，床面などからの反射に気をつけたい。 

 

（写真） 

フラスコに太陽光があたっている状態 

  

 

 


